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第１章 計画策定にあたって 

第１節 計画策定の背景と趣旨                  

 忍野村（以下「本村」とします。）の一般廃棄物処理基本計画（以下「本計画」とし

ます。）は、平成 24 年 3 月に策定され、平成 29 年 3 月に見直しを行い、令和 3 年度で

満了となります。 

その間、国際的にあらたな変化があり、持続可能な世界を目指し、平成 27 年（2015）

9 月に「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals：SDGｓ）」を核とする

「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」が国連において採択される等、SDGｓの掲

げる目標達成に向けた取組を推進することが求められています。 

 国においては、SDGｓの考え方も活用しながら、分野横断的な 6 つの「重点戦略」を

設定した「第五次環境基本計画」が平成 30 年（2018）4 月に閣議決定がなされ、環境政

策による経済社会システム、ライフスタイル、技術等あらゆる観点からの創出、経済・

社会的課題の「同時解決」を実現し、将来に渡って質の高い生活をもたらす「新たな成

長」につなげていくことが提唱されています。その 2ヶ月後の 6月には「第四次循環型

社会形成推進基本計画」が策定され、循環型社会形成に向けた、「持続可能な社会づく

りとの統合的取組」、「多種多様な地域循環共生圏形成による地域活性化」、「ライフサイ

クル全体での徹底的な資源循環」、「適正処理の更なる推進と環境再生」、「万全な災害廃

棄物処理体制の構築」、「適正な国際資源循環体制の構築と循環産業の海外展開の推進」、

「循環分野における基盤整備」の７つの中長期的な方向性が示されています。 

 また、世界的に大きな問題となっている海洋プラスチック汚染について、今後の日本

のビジョンを示すために、令和 3年（2021）3月に「プラスチックに係る資源循環の促

進等に関する法律案」が閣議決定され、「プラスチック使用製品設計指針」、「特定プラ

スチック使用製品の使用の合理化」、「市町村の分別収集、再商品化」、「製造・販売事業

者等による自主回収及び再資源化」、「排出事業者の排出抑制及び再資源化等」について

定められています。 

 更に、SDGｓの目標において、食糧廃棄の減少が言及される等、その削減が国際的に

も重要な課題となっており、国においても食品ロスの削減を推進するため、令和元年 5

月に「食品ロスの削減の推進に関する法律」を制定し、食品ロスの削減を「国民運動」

と位置付けました。 

 このような社会状況に加え、本計画が満了を迎えることから、設定した目標達成状況、

社会・経済情勢とともに年々変化するごみの現状を踏まえた排出量・処理量の将来予測

等、循環型社会の実現に向けて本計画を策定します。 

 また、廃棄物等の発生抑制、循環的利用及び適正処理の推進等の廃棄物対策を総合的

かつ計画的に推進していく必要があることから、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」 

（以下「廃棄物処理法」という。）に定める国の「廃棄物の減量その他その適正な処理
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に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るための基本的な方針」（以下「国の基本

方針」という。）を踏まえて策定します。 

  

第２節 計画の位置づけ                     

 本計画の位置づけを以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 本計画の位置付け 

 

 

 

 

 

 

 

第 ６ 次 忍 野 村 総 合 計 画 

富 士 に 融 け こ む 学 び 舎 サ ロ ン  お し の 村  

～ 「 融 和 」 「 学 び 」 「 参 加 」 で 未 来 を 拓 く 村 づ く り ～  
 

〔 関 連 法 等 〕  

・廃棄物処理法 

・忍野村廃棄物の処理及

び清掃に関する条例 

村づくりの基本方針 

みんなで未来を創る村  いつまでもいきいき学べる村 

好奇心に応える村    富士の恵みを守る村 

〔 国 計 画 等 〕  

・基本方針 

・循環型社会形成推進基本計画 

・ごみ処理基本計画策定指針 

・生活排水処理基本計画の策定

にあたっての指針 

〔 山 梨 県 計 画 等 〕  

・山梨県廃棄物総合計画 

・ごみ処理広域化計画 

 

（ 個 別 計 画 ） 

一 般 廃 棄 物 処 理 基 本 計 画 

〔 ご み 処 理 基 本 計 画 〕 

〔 生 活 排 水 処 理 基 本 計 画 〕 

（ 実 施 計 画 ） 

一 般 廃 棄 物 処 理 実 施 計 画 

〔 ご み 処 理 実 施 計 画 〕 

〔 生 活 排 水 処 理 実 施 計 画 〕 

〔 近 隣 市 町 村 〕  
・一般廃棄物処理基本計画 

富 士 吉 田 市 環 境  
美 化 セ ン タ ー  
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第３節 計画の期間                       

 本計画の計画期間は、令和 4年度を初年度とし、10 年後の令和 13 年度までを計画期

間とします。さらに、計画の進捗状況を把握し、計画の見直しを適切にしていくため、

中間目標年度として令和 8年度を設定します。 

一般廃棄物処理基本計画は、概ね 5年ごとに改訂するとともに、計画策定の前提とな

っている諸条件に大きな変動があった場合には、本計画で掲げた数値目標や施策等につ

いての達成度や各々の取組の進捗状況を踏まえ見直しを行います。 

また、計画を推進していくため、適宜各々の状況を把握するとともに、その効果等に

ついても定期的に検証し、必要に応じた新たな対応を講じていくものとします。 

  

 

 

 

 

 

図 2 計画目標年度 

 

第４節 対象区域及び廃棄物の範囲                

 対象区域は、本村の区域全域とし、廃棄物の範囲は次のとおり示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 対象廃棄物の範囲 
 

 

令和 4年度 

初年度 

令和 13 年度 

計画目標年度 

令和8年度 

中間目標年度 

廃棄物 一般廃棄物

産業廃棄物

ごみ

生活排水

事業活動に伴って生じたごみで、廃棄物処理法及び同施行令で規定されている
20種類のごみ

一般家庭の日常生活に伴って
生じたごみ

事業活動に伴って生じたごみのうち、
産業廃棄物以外のごみ

し尿、浄化槽汚泥等

事業系

生活系

計画の対象とする廃棄物
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計画 

（Plan） 

実行 

（Do） 

改善 

（Action） 

評価 

（Check） 

第５節 計画の進行管理                     

 本計画の実効性を確保していくためには、計画の適切な進行管理を行う必要があり、

進捗状況や成果を点検・評価し、更にそれを次の取組に反映させる仕組みが重要です。 

 そこで、本計画の進行管理は、環境マネジメントシステムの考え方に基づき、『計画：

Plan』、『実行：Do』、『点検・評価：Check』、『見直し：Action』という手順による PDCA

サイクルを用い、これらを繰り返し行っていくことで計画の進捗状況を把握し、課題を

解決しながら継続的な改善を図ります。 

 このサイクルは、1年を基本単位として実施しますが、点検・評価の結果や社会情勢

の変化、本村の環境に大きな変化が生じた場合は、関係機関と協議の上、計画全体の見

直しも行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 PDCA サイクル 
 

 

 

 

 

 

目標を定めた計画を
策定する。 

村民・事業者・村のパ
ートナーシップによ
り、計画を推進する。 

達成状況の評価や諸
条件の変動等を踏ま
えた計画の見直しを
行う。 

取組内容について指
標等と比較し評価を
行い、その内容を公表
する。 
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第２章 ごみ処理基本計画 

第１節 ごみ処理基本計画の基本的事項              

 （１）基本理念 

  本計画の基本理念は、以下のとおりとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）基本方針 

  基本理念に基づく循環型社会の形成の確立を目指すため、以下に示す事項を基本方

針とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 村民・事業者・村のそれぞれが問題解決への役割を担い、相互協力を行い、連携をよ

り一層強化していくことにより、ごみのリサイクルシステムを構築していきます。 

 

循 環 型 社 会 の 形 成 

村民・事業者・村 ３者の役割分担と相互協力の強化 

⇓ 
～家庭系ごみの排出抑制・資源化～ 

～事業系ごみの排出抑制・資源化～ 

～環境に配慮した適正なごみ処理体制の整備～ 

【基本方針】 
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事業活動に伴うごみの減量・リサイクルは事業者の責務。 

排出者責任の再認識と資源循環を意識した事業展開により、未来

につながる資源循環社会を目指します。 

 

創意工夫をこらして、村民・事業者・村をリサイクルの環でつな

ぎ、環境への配慮と事業効率の向上により、未来につながる全員

参加型の資源循環社会を実現します。 

第２節 基本目標                        

 （１）基本目標 

  私たちの暮らしの中で毎日出される「ごみ」は、生活環境の保全と公衆衛生の向上 

 のため、分別収集・焼却処理等により安全かつ安定的に処理されていますが、一方で、 

 ごみ処理量の増加、施設の維持管理や老朽化等から、更なるごみの減量とリサイクル 

 の推進が重要となっています。 

  このような状況・課題を踏まえ、「循環型社会の形成」を目指し、村民・事業者・ 

 村がそれぞれ役割を担い、ともに協力しあうことにより、忍野村の基本目標を以下に

示すとおり、【100 年後も誇れる自然環境の継承】とします。 

≪基本目標≫ 

【100 年後も誇れる自然環境の継承】 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

  

 

できることから始めることで、ごみを減らしてリサイクル！ 

日々の生活から未来につながる資源循環社会を目指します。 

村民は 

事業者は 

村は 
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 （２）本村の目標設定 

  本村の目標設定にあたっては、循環型社会の形成を達成するため国・県の目標指標 

 を考慮し設定します。 

  国・県の目標年度は令和 7年度です。各項目の変化率等を整理して、本村の中間目 

 標年度、目標年度の数値を設定しました。 

  ごみ排出量を令和 8年度（中間目標年度）に 3,777ｔ、令和 13年度（目標年度）に

3,432ｔに減量します。 

  リサイクル率を令和 8 年度（中間目標年度）に 9.1 ポイント、令和 13 年度（目標

年度）に 14.8 ポイント増加します。 

  最終処分量を令和 8 年度（中間目標年度）に 257ｔ、令和 13 年度（目標年度）に

226ｔに減量します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間目標年度 目標年度

令和8年度 令和13年度

3,777 3,432

257 226

6.8% 6.6%

排出量（ｔ）

項目

27.9% 33.6%

忍野村目標

再生利用率（％）

（リサイクル率）

最終処分量（ｔ）

最終処分率（％）

基準年度 目標年度 目標年度

平成30年度 令和7年度 令和7年度

4,321 4,005 △316 △11% 3,846 △1.6%

318 346 28 △16.7％ 265 △2.4%

7.4% 8.6% 1.2ポイント ― 6.9% ―

増減増減量

排出量（ｔ）

項目

推計値 国・県目標指標

1年ごとの変化率

18.8% 20.1% 1.3ポイント 8.0ポイント増 1.14ポイント26.8%
再生利用率（％）

（リサイクル率）

最終処分量（ｔ）

最終処分率（％）
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第３節 目標達成のための施策                  

 （１）施策体系 

  目標達成のため、施策体系を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎いらないものは、断りましょう。 ◎ごみの量を減らしましょう。

　マイバックを持参して、不要となる 　調理方法を工夫して調理くずを減ら

　レジ袋や、持ち帰ってもごみになる 　したり、生ごみの水切りをするだけ

　だけの過剰な包装は断りましょう。 　でもずいぶん減量できます。また日

　用品は、最後まで使い切り、使い捨

　ての商品は避け、詰め替え商品を利

　用しましょう。

◎繰り返し使いましょう。 ◎再生資源に戻しましょう。

　返却・再使用できるリターナブル容 　再生できるもの（新聞紙、雑誌、段

　器入り商品を選びましょう。また不 　ボール、牛乳パック、古着、生きび

　要になったものは、人に譲ったり、 　ん、雑びん、アルミ缶、スチール缶

　フリーマーケット等を積極的に利用 　ペットボトル、発泡スチロール、白

　しましょう。 　色トレイ等）は資源回収にまわして

　リサイクルしましょう。

●環境美化活動に参加しましょう。

●環境保全を進めている事業者間のネットワークへ参加しましょう

●「廃棄物処理法」他、環境関係法令を遵守しましょう。

●環境美化を推進します。

●不法投棄防止の啓発を行います。

環境美化・環境保全

村民

事業者

行政

リフューズ（Refuse）

発生回避：断る

リデュース（Reduce）

排出抑制：減らす

リユース（Reuse）

再利用：再使用する

リサイクル（Recycle）

再資源化：再生利用する
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 （２）プラスチックごみ削減の推進 

  現在、プラスチックごみが河川等から海へと流れ込み、海の生態系に甚大な影響を

与えています。国においては、令和元年に「2030 年までに使い捨てプラスチック排出

量を 25％削減する」との目標を掲げた「プラスチック資源循環戦略」及びプラスチッ

クごみの海への流出を防ぎ、新たな汚染を生み出さないことに焦点を当てた「海洋プ

ラスチックごみ対策アクションプラン」を策定し、国策としての取組が進められてい

ます。県においても、プラスチックごみ等の発生抑制対策を効果的に推進するため、

「山梨県プラスチックごみ等発生抑制計画」を策定し、環境教育・普及啓発を図って

います。海洋プラスチックごみ問題が国内外において関心が高まる中、解決に向けた

第一歩として、令和 2年 7月からのレジ袋の有料化が導入しました。本村では、マイ

バックやマイボトルの使用を推奨する等、使い捨てプラスチックを使用しないライフ

スタイルの変革を促す取組を進めていきます。 

 

【村民が行うこと】 
◆簡易包装・レジ袋削減 

○簡易包装を積極的に利用、またレジ袋使用を控えます。 

 

◆プラスチック容器包装類を使わない（購入しない）ライフスタイルの意識啓発 

 ○環境に配慮したライフスタイルを心がけます。 

 

◆外出時（レジャー等）のごみの持ち帰り 

 

【事業者が行うこと】 
◆簡易包装・レジ袋削減の対応 

○簡易包装やレジ袋削減の更なる推進 

 

◆適正処理 

 ○事業系ごみの適正処理に向け、プラスチック包装類を分別し、産業廃棄物として処 

  理します。プラスチックの処理に際しては、資源化可能な処理方法を選択するよう

努めます。 

 

【行政が行うこと】 
◆ごみ処理手数料の検討 

○有料化により、プラスチックごみ減量への動機づけを図ると共に、排出量に応じた 

 費用負担により、公平な受益者負担を図ります。 

 

◆排出機会（収集回数）の拡充 
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◆簡易包装、レジ袋削減の推進のための協議の場の設置 

 ○村民、事業者、行政の 3社によるコミュニケーションを深め、簡易包装や店頭回収、 

  レジ袋削減等、ごみ減量・資源化につながるさらなる施策について検討します。 

 

 

 

 

 〇現在実施中の主な取組 

  忍野村家庭ゴミ分別ガイドブックに海洋プラスチック問題を村民へ向けて発信し、

プラスチックごみ削減の普及啓発を行っています。 
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 （３）食品ロス削減の推進 

  まだ食べることができる食品が、生産から消費等に至る段階において日常的に廃棄 

 されることで大量の食品ロスが発生しています。食品ロスについては、持続可能な開 

発目標（SDGｓ）や令和元年に策定された食品リサイクル法に基づく基本方針等にお 

いて、食品ロスを令和 12 年（2030 年度）までに平成 12 年度（2000 年度）の半減と 

する目標が設定されています。また、令和元年 10 月には、食品ロスの削減の推進に

関する法律が施行し、食品ロスが真摯に取り組むべき課題であることが明示されまし

た。本村においても、村民や飲食店をはじめとする事業者等と協働し、積極的に取り

組みます。 

 

【村民・事業者が行うこと】 
◆食材の使い切り、食べ切り、生ごみの水切りの推進 

 

◆生ごみの堆肥化 

 

◆3010 運動の推進 

○宴会時の乾杯後の 30分間と終了前 10分間は自席について料理を楽しむことによ 

り食べ残しによる食品ロスを減らす運動を推進します。 

 

【村民が行うこと】 
◆商品の手前取り 

 

◆消費・消費期限の理解 

 ○賞味期限はおいしく食べられる期限であり、期限を過ぎても食べられるという賞味

期限と消費期限の違いを理解し、ごみ減量行動につなげます。 

 

◆食品ロス日記等の調査 

 ○家庭で廃棄する手付かずの食品や食べ残しを調査します。 

 

◆冷蔵庫整理の促進 

 ○定期的に冷蔵庫を整理し、適切な保存と食材を使い切ります。また、使う分だけ買

います。 

 

◆食材保存方法の工夫 

 ○肉や魚、野菜の保存方法を工夫し、食材を長持ちさせ、食材を使い切ります。 
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【事業者が行うこと】 
◆少量販売（ばら売り） 

○多様なライフスタイルに対応した少量販売を推進します。 

◆売り切り、販売期限が近い商品の販促 

 

◆表示見直し 

 ○賞味期限の年月日表示から年月表示への変更を検討します。 

 

【行政が行うこと】 
◆啓発・情報発信 

○村民へは、食材の使い切り、食べ切り、生ごみの水切りの推進や生ごみの堆肥化等 

 食品ロス削減に向け具体的な取組ができるように啓発します。また、事業者へはご

み減量だけではなく、経済性や取組のメリットも情報発信するとともに、村民が事

業者の取組を支援できるような仕組みづくりを行います。 

 

◆実態把握 

 ○ごみの排出状況を知るためにも、家庭ごみの袋調査等、細分別調査を実施します。 

 

 〇現在実施中の主な取組 

  忍野村家庭ゴミ分別ガイドブックに食品ロス問題を村民へ向けて発信し、食品ロス

の普及啓発を行っています。 
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第３章 生活排水処理基本計画 

第１節 生活排水処理基本計画の基本的事項            

 （１）基本理念 

  本村は、桂川をはじめとする 3本の一級河川、2 本の準用河川が流れる他、霊峰富 

 士より湧き出る 8つ湧水池「忍野八海」を有し、その豊かな水環境により出された景

観は、観光地である本村の重要な観光資源となっています。 

  また、忍野八海は国の天然記念物に指定されており、河川の美化推進・水質浄化、 

 忍野八海の保全は、本村にとって重要課題となっています。 

  生活排水処理を積極的に推進していくことは、水環境の保全と公衆衛生の確保を図 

 るうえで重要なことです。その対策の必要性と緊急性は、社会的に深く認識されるよ 

 うになっています。こうした状況の中において、村民・事業者・行政が協働して環境 

 への負荷が少ない持続的発展が可能な社会の形成と、し尿や浄化槽汚泥の安定的な収

集・処理を将来にわたって確保し、快適な生活環境と水環境を得ることを目標としま

す。 

 

 （２）基本方針 

  基本理念に基づく、快適な生活環境と水環境を得るために、以下に示す事項を基本

方針とします。 

 

  １）下水道整備の促進 

   本村では、流域関連公共下水道事業が引き続き進められており、これらの事業計 

  画に則り下水道事業を推進していきます。 

   また、生活排水処理率の向上を目指し、下水道処理区域内の村民に対し、下水道 

  への早期接続を促していきます。 

 

  ２）下水道整備区域外への対応 

  〇下水道事業認可区域を除く全区域については、合併処理浄化槽設置整備事業を推 

   進していきます。 

  〇分散して立地している家屋については、各戸合併処理浄化槽での処理を指導して 

   いきます。 

  〇単独処理浄化槽を設置している家屋については、生活環境の保全及び公衆衛生の

向上のため、合併処理浄化槽への転換を指導していきます。 

  〇住宅開発等が今後行われる際には、合併処理浄化槽の整備を指導していきます。 
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  ３）生活雑排水処理の推進 

   生活雑排水による汚泥負荷の軽減を図るため、環境負荷の少ない洗剤の利用を促 

  進し、廃食用油等を排水口へ廃棄しない等家庭内での適正処理について指導・啓発 

  を行います。 

 

 （３）目標年次 

  生活排水処理基本計画（以降、本計画とします。）の期間は、令和 4年度を初年度 

とした 10年間とし、令和 13 年度を計画目標年度とします。 

  中間目標年次は生活排水処理施設の整備状況を見ながら必要に応じ設けるものと 

し、概ね 5年ごとに、又は諸条件に大きな変動があった場合には見直しを行い、変化 

 する社会情勢に対応できる施策の展開を図ることとします。 

 

第２節 基本目標                        

 （１）生活排水処理の目標 

  基本方針に掲げた理念、目標を達成するため、全ての生活排水が速やかに処理施設 

で処理される状態へ移行することを目的として、本村内の各地区の実情に対応し、下 

水道、合併処理浄化槽の整備を推進していくものとします。本計画での目標値を設定 

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実績値 中間目標年度 目標年度

（令和2年度） 令和8年度 令和13年度

59.1% 73.8% 79.6%

5,730 7,240 7,895

項目

生活排水処理率

忍野村目標

生活排水処理人口
（人）
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